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市への意見や質問、広報を読んで
の感想などをお寄せください。
◎送り先　本所総務課
　　　　　☎25‐2111内線316
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　約450年前に羽黒山本社の花祭りで舞が奉納され
ていた記録が残るように、高寺八講には長い歴史が
あります。出羽三山とのつながりも深く、修験者が
舞を伝え、地区の祖先が代々受け継いできました。
　私たち保存会では、地区の誇りである高寺八講を
後世に伝えるため、若手の育成に力を入れています。
高寺八講は地区の小学生～30歳代の男性が主役で
す。家族や先輩から舞を教わり、いずれ後輩へ教え
ることになります。教わるときは、皆と呼吸を合わ
せながら間違わないように舞うことで精一杯。教え
るときも、手取り足取り根気強く伝えなければなり
ません。稽古はとても大変ですが、世代を超えて地

区の交流を深める重要な役割があります。そこで、
春に集中していた稽古を年間を通して定期的に行う
など、稽古しやすい環境づくりに取り組みました。
　何度稽古を重ねても、祭りの本番はとても緊張し
ます。先人たちが五穀豊じょうを願い奉納してきた
舞を、自分たちもしっかりとやり遂げよう。その気
持ちが「今年も高寺八講を無事に伝承できた」とい
う達成感に結び付いていると思います。
　高寺八講を多くの方から見てもらおうと、今年も
大型連休中の5月 4日○水午後２時から執り行いま
す。ぜひ見に来てください。詳しくは羽黒町観光協
会☎62‐4727へお問い合わせください。

仕事や趣味など、様々な分野で目標に向かって、生き生きと輝いている市民の皆さんを紹介していきます。

伝統芸能を誇りとともに伝える
高寺八講保存会（羽黒・高寺）

　高寺地区に鎮座する雷電神社は、月山の西補陀落にあ
る雷電宮の里宮です。高寺八講はこの神社に伝わる一
連の舞で、春の例大祭のときに奉納されます。「花笠舞」
「稚児舞」「大小舞」「薙刀舞」の４つの舞が伝わり、どれも
鎌倉時代の古典芸能の流れをくむ貴重なものです。昭和
51年山形県無形民俗文化財に指定。同地区の全戸が加
入する高寺八講保存
会も同じ年に設立さ
れました。
　お話してくれたの
は同会役員の山口高
雄さん、加藤均さん、
山本富太郎さん、菅
原久勝さんです。〈写
真左から〉
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休 日 診 療療 ■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

●急な病気の際は……休日夜間診療所☎23‐5678
　・開所日 ＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～11：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：30～16：30
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ③ 18：00～20：30
　　　　　　＜上記以外の月曜～土曜日＞  ④ 19：00～21：30
　・診療科　内科、小児科、外科（②のみ）科
　　　　　　※小児科は、①のみ小児科医が診察します。

●休日の歯痛の際は…休日歯科診療所☎23‐0372
　・開所日 ＜日曜日、祝日、年末年始＞　①  9：00～12：00
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ② 13：00～15：00

今月の各種相談窓口開設日　5/4 ～ 6/3
問 合 せ 相 談 日 時・会 場 等

行 政 相 談

（ 行 政 相 談 委 員 ）

本所市民課☎内線158 10日○火14：00～16：00・市役所本所

藤島庁舎総務企画課☎内線214 27日○金13：00～15：00・藤島ふれあいセンター

羽黒庁舎総務企画課☎内線228 17日○火13：30～15：30・羽黒コミュニティセンター・・

櫛引庁舎総務企画課☎内線211 4日○水、６月１日○水 10：00～12：00・産直あぐり

朝日庁舎総務企画課☎内線303 17日○火13：30～15：30・朝日中央コミュニティセンター

温海庁舎総務企画課☎内線312 26日○木13：00～15：00・温海ふれあいセンター

登 記 相 談（ 司 法 書 士 ） 本所市民課☎内線158 19日○木14：00～16：00・市役所本所

休 日 年 金 相 談 日本年金機構鶴岡年金事務所☎23‐5040 14日○土９：30～16：00（要予約）・同事務所

各種相談窓口 ※主に市が開設している暮らしに関する相談窓口を紹介します。
　その他の様々な悩みごとは「総合相談」へお問い合わせください。

内 容 相談窓口・電話番号 相 談 日 時 等

総合相談（身近な悩みや心配ごと等） 鶴岡市総合相談室☎0120‐866‐294 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

消 費 生 活 相 談 消費生活センター☎25‐2982
月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

内 職 相 談、 若 年 者 職 業 紹 介 鶴岡ワークサポートルーム☎25‐2215

教育相談（ 学 校 教 育 全 般 ）
教育委員会学校教育課☎57‐4864

月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～17：00〃　 （就学に関すること）

〃　 （青少年の健全育成） 青少年育成センター☎0120‐783‐748

〃　 （不登校・適応指導教室等） 教育相談センター☎23‐9351 月曜～金曜日（祝日は除く）9：00～16：00

子 育 て ・ 家 庭 児 童 相 談 子ども家庭支援センター☎25‐2741
月曜～金曜日（祝日は除く）8：30～17：15

障害者に関する相談（身体・知的・精神・児童） 障害者相談支援センター☎25‐2794

高 齢 者 に 関 す る 相 談 お住まいの地域を担当する地域包括支援センターへ

献血　5/4 ～ 6/3
献血会場で骨髄ドナー登録もできます
■問健康課（にこ♥ふる）☎内線362

月　日 受付時間 会　場
5．12○木 13：30～15：30 鶴岡警察署
14○土 10：00～12：00 鶴岡協同の家こぴあ

　　  〃 13：30～16：00 　　　　〃

まんま
ル ムルーム


